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研究成果の概要（和文）：本研究では現代のインド洋西部地域を対象に、ハドラミーと呼ばれるアラブ移民によ
る越境活動の背景を解明した。まず、移民ネットワークが網の目のような構造を取っており、人々の移動も多方
向的であることを明らかにした。次に移民コミュニティについて、ハドラミーとしてのエスニシティと同郷意識
が混在した形で、移民社会が立ち上がっていることを見出した。また宗教的な価値観について、旧ホスト社会で
は世界的なイスラーム復興現象の影響が観察されるものの、新ホスト社会においてはその動きが兆候に留まるこ
とを明らかにした。さらに母語としてのアラビア語には、移民コミュニティにとって統合と分断の相反する側面
があることを解明した。

研究成果の概要（英文）：This study clarified the background of cross-border activities by Arab 
immigrants, known as hadhramis, in the Western Indian Ocean World in the present day. First, it was 
revealed that the immigrant network has a meshed structure and that the movement of people is also 
multidirectional. Next, I elucidated that immigrant communities are formed through a mixture of 
ethnicity as hadhrami and a sense of shared homeland. The study also revealed that while the impact 
of the global Islamic revival can be observed in the old host societies, there are only faint signs 
of this movement in the new host societies. Furthermore, I have found that Arabic as a native 
language has both integrating and divisive aspects for immigrant communities.

研究分野：イスラーム地域研究

キーワード： ハドラミー　ザンジバル　アラブ首長国連邦　移民　ネットワーク　エスニシティ　母語　イスラーム
復興運動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、ハドラミー移民と同様、学問分野を「越境する」研究である。インド洋におけるハドラミーの移住活
動を把握するには、ネットワークの両端を追う必要がある。しかし、この問題意識を持つ研究は限られ、イエメ
ンを中心に東南アジアに触れたレベルに留まる。本研究では、インド洋西部地域を連続的に扱うことで、アラブ
を対象にしながらも中東とアフリカに分断されていた地域研究を統合した。そして、新旧ホスト国間のネットワ
ーク形成に対する多角的な検討を通して、枠組みの提唱に留まっていた移民のディアスポラについて、今日的な
姿を描き出した。その成果は、インド洋海域世界における人々の動態について、研究上の道を拓いたといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景

インド洋に面した国々の港湾都市では、ハドラミーと呼ばれる移民の姿を見ることができる。

彼らはアラビア半島南部に位置するイエメン・ハドラマウト地方出身のアラブで、紀元前後の

時代から、インド洋を舞台にした海上交易の担い手であった。また近代以降は、インド洋周辺

部の各地域に対して積極的かつ継続的な移住活動をおこなっており、定住先であるホスト社会

のイスラーム化を進める要因にもなった［家島 1993］。ハドラミー移民のコミュニティは、イ

ンド洋世界の各地に点在しており、現在も国境を越えて相互にネットワークを維持している。

彼らの人的・経済的なつながりは、「ハドラミー・ネットワーク」と呼ばれ、それ自体が一つ

の研究ジャンルとなっている［Freitag & Clarence-Smith 1997］。しかし、その研究成果は東

南アジアなどインド洋東部地域に集中し、対象となる時代も第二次世界大戦期までに留まる。

これは当地の史料が多いことと、移住が大戦期に終結したと考えられていたことに拠っている。

一方、研究代表者はこれまでの東アフリカにおける隣地調査を通じて、インド洋西部地域では

通説に反し、彼らの移住活動が 20 世紀後半まで継続したことを確認している［朝田 2017］。
さらに 21 世紀に入ると、ハドラミー移民側にも新しい動きが生じている。一旦は東アフリ

カ沿岸部に定着した移民とその子孫が、アラビア半島の湾岸産油国に再移住を始めているので

ある。インド洋周辺部を目指す移住活動が途絶えて、すでに数十年が経過した現在、彼らの越

境にはそれを支える別の論理が働いていると考えられる。そこでハドラミー・ネットワークの

動態をとらえるため、今日的な視点での取り組みが必要である。

２．研究の目的

以上の背景から、本研究はインド洋西部地域を舞台とした、現代的な視点によるハドラミー・

ネットワーク形成の多元的理解を目指す。東アフリカ沿岸部からの再移住者の動きは、かつて

のインド洋周辺部へ向かう拡散型の移住に対して、逆方向かつ集中型の流れであり、ペルシャ

湾岸産油国が彼らのネットワーク上の新たなハブになっているとみられる。そこで、この仮説

に基づいて、湾岸産油国と東アフリカにおける越境的ネットワークの実態を解明する。

本研究では、ハドラミー・ネットワークを線と点に分けて検討を進める。移民の送り出し元

である東アフリカ諸国と受入先である湾岸産油国は、それぞれ移民ネットワークの両端の点で

あり、地域間のつながりは線にあたる。そこで線的な視点では、何がハドラミーの越境を実現

させているのか、そのファクターの解明を課題とする。研究にあたっては、移住から定着まで

の過程における彼らのエスニシティの役割と、移民コミュニティを相互に結び付けている血縁・

親族ネットワークを検討する。また点的な視点では、各ホスト社会に注目することで、移民と

彼らを取り巻く人々の関係性の解明を課題とする。彼らは、再移住の前後いずれの社会におい

ても異邦人である。東アフリカ先住者にとって、ハドラミーは中東の「アラブ」である。一方、

湾岸産油国民にとって、ハドラミーの再移住者は民族は同じアラブでも、異なる生活習慣を帯

びた「アフリカ人」である。そこで、移民と新旧ホスト社会の住民たちがどのような相互関係

を築いているのか、両者が共有する言語とイスラーム的価値観から考察する。

３．研究の方法

移民越境のファクターに関する課題では、現在、再移住を行なっている移民と、彼らを受け

入れたコミュニティの構成員から、移住先の選択、移民の受け入れ、社会生活の開始について、

ライフ・ストーリーの聞き取りをおこなう。そして、ハドラミーとしてのエスニシティが、こ

れらの移住活動の各段階において、どのように機能してきたのかを解明する。

ホスト社会との関係性をめぐる課題では、言語とイスラーム的な規範が共同体形成に果たし

ている役割を調査する。移民たちが暮している東アフリカ沿岸部の都市と湾岸産油国の両方が

イスラームを基調とした社会である。また、東アフリカ出身のハドラミー移民は、アラビア語

とアフリカ系の言語であるスワヒリ語の多言語話者でもある。そこで、移民と彼らを取り巻く

ホスト社会の人々におけるコミュニケーションのあり方と、宗教活動への参与観察を通して、

言語とイスラーム実践が両者の関係をどう取り結んでいるのかを検討する。



４．研究成果

本研究の成果は、ハドラミー・ネットワークの形態、移民コミュニティの成り立ち、ホスト

社会と共有されたイスラーム的な価値観、母語としてのアラビア語の 4 側面に集約される。

(1) 移民ネットワークの形態

移民ネットワークの形態について、本研究では、「ハドラミー移民による移住活動が、20 世

紀のインド洋周辺部への拡散から、21 世紀に入るとインド洋世界各地から湾岸産油国へ集中す

る方向性に反転した」という仮説を立てていた。しかし、東アフリカ（タンザニア）と湾岸産

油国（アラブ首長国連邦）の両方で調査を進める中で、ハドラミー移民たちの移住の方向性は、

当初描いたような拡散と集中の単純なモデル化とは異なって、網の目のようなネットワークを

形作っており、その上を人々が多方向的に行き交っていることが明らかになった。東アフリカ

から湾岸産油国に再移住した大きな理由は、前者がイギリスの保護領から独立したことにとも

なう政治・経済的な混乱と、後者に大規模な油田が発見されたことによる経済発展があった。

しかしながら、再移住の動きは一方向ではなく、湾岸産油国に定着した後であっても繰り返し

東アフリカに戻る移民が少なくなかった。また、これまで湾岸産油国が再移住の有力な目的地

ではあったものの、移住先としてアメリカやヨーロッパ、東南アジアなどが選ばれるケースも

出ており、移民を取り巻く状況変化の激しさは予想を超えるものであった。

(2) コミュニティの成り立ち

コミュニティの成り立ちについては、ハドラミーとしてのエスニシティと、出身地を同じく

するという意識が混在した形で移民社会が立ち上がっていることが明らかになった。ハドラミー

移民の移住先の選択には一定の傾向があり、目的地の選定はランダムではなく、そこに暮らす

「人」を重視する姿勢がうかがえた。しかしながら、移住先はハドラミーの先行移民が暮らして

いる場所という基本条件がありつつも、ホスト社会に成立したコミュニティは、必ずしもハド

ラミーだけで構成されてはいなかった。調査を実施したアラブ首長国連邦は、外国人労働者が

人口の 9 割前後を占める国家であり、その圧倒的多数は南アジアと東南アジアの出身者である。

その社会において、東アフリカから再移住したハドラミーは、マイノリティ中のマイノリティ

に過ぎない。そこで、旧ホスト社会である東アフリカにおいて同郷であったことが、新たなホ

スト社会では、移住者間の強力な紐帯となっており、ハドラミー、オマーン系、アフリカ系、

そしてインド系の移民が、同じコミュニティを形作っている様子が観察された。また旧ホスト

社会である東アフリカでは民族協会が設立され、現在もハドラミー移民のエスニシティ維持に

努めているが、新ホスト社会である湾岸産油国においては、同様の組織が存在していた形跡は

認められるものの、すでに役割を終えて活動を停止したという証言も得られた。

(3) イスラーム的な価値観

イスラーム的な価値観については、ホスト社会の新旧によって共有のレベルが相当に異なる

ことが明らかになった。旧ホスト社会である東アフリカにおいては、ハドラミー移民が現地に

導入したスーフィー教団の活動をコアにして、先住者や異なるエスニシティを持った移民集団

との結び付きが強化されている様子が観察された。特に近年は、パブリックスペースにおける

宗教儀礼の実践に対する制限が大幅に緩和され、それと共にスーフィー教団や民間医療を始め

とするイスラーム的な価値観の復権が進んでいる。これは世界的なイスラーム復興現象と連動

したものだと理解され得るが、その中心にあるのが、預言者ムハンマドの子孫が創始したアラ

ウィーと呼ばれるスーフィー教団であり、その中心的な担い手がハドラミー移民となっている。

ところが、新しい移住先である湾岸産油国においては、イスラーム的な価値観が移民とホスト

社会の住民との統合を進めている様子はほとんど見られなかった。その大きな理由として考え

られるのは、現地で施行されているイスラーム法の違いである。ハドラミー移民はスンナ派

シャーフィイー学派を信奉しているが、研究代表者が調査したドバイとアブダビは、マーリク

学派が中心であり、アジュマーンはハンバル学派に従っている。また、スーフィー教団の活動も、

移民の家庭内での実践に留まっていた。一方で、イスラーム的な価値観に基づいた民間医療に

ついては、ドバイ、アブダビ、アジュマーンの各首長国で観察された。したがって、イスラー

ム復興の推移によっては、今後、宗教実践が人々の紐帯となる可能性も残されている。



(4) 母語としてのアラビア語

母語としてのアラビア語については、移民コミュニティにとって統合と分断の両側面がある

ことが明らかになった。歴史の浅い湾岸産油国において、東アフリカ出身のハドラミー移民は

オールドカマーに位置付けられるが、現在のイエメンから直接、湾岸産油国に移住したニュー

カマーも存在する。彼らもハドラミーとしてのエスニシティを持っているが、東アフリカ出身

のハドラミー移民とは没交渉的であり、それぞれ別の移民コミュニティを形作っている。その

理由は言語習慣にある。湾岸産油国における生活言語は、非アラブに対する英語使用を除けば

アラビア語の湾岸方言であり、ニューカマーの母語はアラビア語のイエメン方言である。一方、

東アフリカ出身のオールドカマーの母語はスワヒリ語であり、湾岸産油国での生活に合わせて

アラビア語の湾岸方言も話すようになっている。また移民の子世代以降の母語は、完全に湾岸

方言に置き換わっている。オールドカマーの移民家族において、スワヒリ語の理解は同郷者と

の紐帯として機能しており、異民族を含めた移民コミュニティの統合に役立っている。一方で、

母語や理解できるアラビア語の性質の違いから、同じハドラミーでありながら新旧ハドラミー

移民は相互に交わらず、コミュニティに分断が生じている様子が観察された。
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